
栄浦大橋（常呂漁港）

■栄浦地区と対岸のワッカ地区を結ぶ大きな橋で、昭和６３年１０月１３日に

渡橋式が行われました。

＊最後のページに「広報ところ」（昭和６３年１１月号）を添付しています

栄浦大橋の概要と渡橋式のようすが分かります

＊栄浦漁港から対岸へつづく橋

＊対岸のワッカ地区から見た端



＊橋の上からワッカ地区を見て：右奥にワッカネイチャーセンター

＊橋の上から栄浦地区を見て



＊橋の上から鐺沸地区の方を見て

＊橋の上からワッカ地区の漁船を見て：奥にワッカネイチャーセンター



＊橋の上から鶴雅リゾート方面を見て

＊橋の上から栄浦漁港の入口を見て



栄
浦
と
ワ
ッ
カ
を
結
ぶ

栄
浦
大
橋
が
開
通

　
漁
業
と
観
光
の
両
面
の
発
展
が

期
待
さ
れ
建
設
を
進
め
て
き
た
、

栄
浦
大
橋
が
完
成
し
、
十
月
十
三

日
に
漁
業
関
係
者
な
ど
約
二
百
人

が
渡
橋
式
を
行
い
橋
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　
栄
浦
大
橋
は
、
栄
浦
漁
港
と
対

岸
の
ワ
ッ
カ
地
区
に
あ
る
ホ
タ
テ

養
殖
作
業
場
を
鍛
短
距
離
で
結
び
、

作
業
の
効
率
を
あ
げ
る
目
的
で
、

北
海
道
が
昭
和

五
十
光
年
か
ら

建
設
を
進
め
て

い
ま
じ
た
。

　
全
長
二
百
八

十
六
口
は
、
漁

港
内
の
架
橋
と

し
て
は
皇
道
一
、

全
国
で
も
三
番

目
の
長
大
橋
と

い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、

栄
浦
地
区
か
ら

ワ
ッ
カ
地
区
ま

で
は
、
サ
ロ
マ

湖
畔
を
回
っ
て

約
十
五
ご
、
約

三
十
分
か
か
っ

た
道
の
り
が
、

二
百
八
十
六
訓

-

の
橋
で
直
結
さ
れ
、
水
産
物
な
ど

の
運
搬
作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
ホ
タ
テ
養

殖
基
地
と
し
て
の
発
展
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
目
の
し
ゅ
ん
工
渡
橋
式
で

は
、
小
笠
原
敬
治
協
組
合
長
な
ど

よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
町

内
ず
予
二
世
代
を
代
表
し
て
、
橋

本
藤
太
郎
さ
ん
、
諸
岡
重
一
さ
ん

一
家
を
先
頭
に
約
二
百
人
が
渡
り

初
め
を
行
い
橋
の
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

凍結②見

佐藤文彦さん
陸上新人戦で
全道第る位

　
九
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
、

幌
市
で
聞
か
れ
た
「
第
四
回
北

道
高
等
学
校
新
入
陸
上
競
技
犬

に
出
場
し
た
佐
藤
文
彦
さ
ん
（

歳
・
豊
川
）
が
、
三
手
口
障
害

全
道
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

で17公海札

　
今
シ
ー
ズ
ン
行
わ
れ
た
全
道
高

等
学
校
陸
上
競
技
犬
会
の
五
千
口

で
は
、
全
道
七
位
と
、
全
国
出
場

の
六
位
ま
で
、
あ
と
Ｉ
歩
だ
っ
た

だ
け
に
「
入
賞
で
き
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
練
習
の
成
果

が
出
て
う
れ
し
い
」
と
喜
び
も
ひ

と
し
お
で
す
。
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言掌出白白|　庖191 1s。

|尚尚｜

言ソヴルオリンどックのマラソンに出場しだ日本　，

刊表の瀬古利彦選手が10用ワ日、家族らといっじ

言謳に常呂町を訪れ、来町記念に手形をとりまじた。

訃濃密遊学が毎年、合宿に訪れていだのは、賜遊丿

手巻育てた喧中村清監醤と友人だった新谷極意さ　｜

ん(57歳白絣禾)のお世話で。早稲田沢常時代が

宍引o年間も続い諾宍いま才剣言･･．　　　　　　　．･　　･･．･．･

－　この日は言オリンピッ凛がら纒っ若僧もない瀬言

≒古選手と奥さんの倫嶽さ説示艮結節肺畝s回復

]品の小櫛２ポ百筒推渫剛驚の奇人が訪総額薦貫]]

んや台雪中に世話役を努めた人達に会ってお龍のi

……:|.あ掟回診⊇。言‥‥‥i…………l………:‘'、示　言|………]言…………1､'･

言『これまでのマラﾐシン天主の中で思い出深胆レ大

目－スがて億まじた。今後は、ＳＢ重団で後廠たち巾呂｀|

　の指導をしでい噺ず言これが倣も常苦合雪め時は

Uよろしくお贋いじ､ます皿と呑口惣現役を脱退ずる白

白ことを明らかに拉ましだ。　　　　　言コ　回　往

診9旧にばょ親子萍大原果工芸の帚に岸も寄り圭三

形をおさ沈斌常呂贈の思|い出を残してい吉ましだ言
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